
【 提 案 】

遠賀川流域市町村間の
防災・減災に係わる

相互応援協定

直方市



植木中学校体育館感田小学校体育館

鞍手高校体育館

平成３０年７月豪雨災害の際、多くの住民が避難所に避難
したが、避難物資の不足や避難所の開所、運営に多くの問題
があった。



７月２４日に

市内の自治区長や公民館長にお集まり頂き

『第１回災害対応検証会議』を開催

避難所や災害情報、災害対策など３６項目

（平成３０年９月１日市報に掲載）

７月豪雨災害アンケートを実施

４，８３２世帯より回答（回収率３７．７５％）

平成３０年１１月１日市報や
直方市ホームページに掲載



自治会長等との検証会議や住民アンケート結果からも、

・開設する避難所の数を増やしてほしい。
・食料や毛布など物資が足りない。
・避難所の運営については日頃からの訓練が必要。

などたくさんの意見を伺った。

なかなか単独の自治体では困難・・・・

平成１７年に『災害時における福岡県内の市町村間の相互
応援に関する基本協定』が県内全市町村で締結されているが、
日頃からの連絡調整や訓練などを行っていないため難しい。

【提案】
・日頃から協議会等で連携している遠賀川流域内で災害時の
応援協定を締結できないか？



災害時相互応援協定
・資機材の提供
・職員の派遣
・災害応援措置 等

他県の自治体

災害時相互応援協定
・応急工事
・生活必需物資の提供
・医療救護活動 等

民間団体

現在、各市町村は他地域の
自治体と協定を締結

他地域の自治体からの支援だと物資や
人員など支援が届くまで時間がかかるな
ど課題・・
（流域内全体が被害を受けるなどの大規
模災害時は有効）

① 流域内の一部の市町村で被害を受けた際、
被害を受けていない市町村で物資等の提供・

応援。

② 日頃から流域内市町村と連携し、防災訓
練や周知活動などを実施。

今後、応援協定について調整したい。
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